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東
京
清
掃
退
職
者
歓
送
会

５
年
ぶ
り
に
開
か
れ
る

　

東
京
清
掃
主
催
の
『
退
職
者
歓

送
会
』
が
２
月
24
日
、
清
掃
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

蔓
延
に
よ
り
中
断
さ
れ
、
19
年
以

来
実
に
５
年
ぶ
り
、
中
断
期
間
の

対
象
者
も
招
い
て
の
開
催
で
し
た
。

　

東
京
清
掃
多
田
委
員
長
の
「
ね

ぎ
ら
い
の
言
葉
」、
退
職
者
会
戸
枝

事
務
局
長
の
「
あ
い
さ
つ
と
退
職

者
会
の
説
明
」
に
続
き
、
纐
纈
幹

事
が「
カ
ン
パ
イ
」の
音
頭
を
と
り
、

歓
談
に
入
り
ま
し
た
。

　

中
断
期
間
が
長
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
対
象
者
の
参
加
は
６

名
と
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
多

彩
な
方
々
で
し
た
の
で
、
退
職
者

の
謝
辞
も
本
当
に
多
彩
で
し
た
。

　

楽
し
い
歓
談
の
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
、
名
残
り
惜
し
み

つ
つ
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
公
務
員
の
定
年
延
長

初
年
度
と
い
う
こ
と
で
、
定
年
が

１
年
延
長
さ
れ
ま
す
が
、
特
例
措

置
に
よ
り
60
歳
で
辞
め
て
も
定
年

と
同
様
の
扱
い
に
な
り
、
退
職
す

る
方
も
結
構
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　

定
年
制
度
が
複
雑
に
な
り
、
退

職
者
会
へ
の
勧
誘
も
難
し
い
時
代

に
な
り
ま
し
た
。
東
京
清
掃
各
支

部
に
お
い
て
は
、
退
職
者
会
へ
の

加
入
説
明
を
精
力
的
に
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ん
も
お
知

り
合
い
の
退
職
者
に
会
加
入
の
声

を
か
け
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願

い
致
し
ま
す
。
退
職
者
会
を
大
き

く
す
る
こ
と
が
、
高
齢
者
・
退
職

者
の
生
活
基
盤
拡
充
の
道
を
切
り

拓
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

時
代
を
共
有
し
た
仲
間
と

会
員
拡
大
の
お
願
い

ミツマタの群落
（丹沢西端ミツバ岳にて）

東京清掃多田委員長戸枝事務局長「カンパ〜イ」纐纈幹事
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自
主
グ
ル
ー
プ　

低
山
倶
楽
部
発
足

　

自
主
グ
ル
ー
プ『
歩
こ
う
会
』は
、

退
職
者
会
の
散
歩
系
行
事
が
増
え

た
こ
と
も
あ
っ
て
休
会
中
で
し
た

が
、「
里
山
・
丘
陵
歩
き
」
を
中
心

に
し
た
『
低
山
倶
楽
部
（
仮
称
）』

に
変
身
し
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
、
秦
野
の
弘
法
山
に

行
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
（
行

き
先
変
更
の
可
能
性
あ
り
）。
弘
法

大
師
縁
の
山
、
何
や
ら
ご
利
益
が

あ
り
そ
う
。山
歩
き
は
２
時
間
少
々

で
す
が
、
一
応
、
山
で
す
の
で
、

Ｇ
パ
ン
・
ス
ニ
ー
カ
ー
で
は
き
つ

い
と
思
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
方

は
、
戸
枝090-8681-8221

へ

連
絡
く
だ
さ
い
。

３
月
12
日
弘
法
山１月に行った鎌倉ハイキング

『海街 Diary』ロケ地衣張山

　

２
月
13
日
、『
大
衆
演
劇
を
楽
し

む
会
』
を
行
い
ま
し
た
。「
大
衆
演

劇
？
？
」
な
の
か
、
演
芸
と
比
べ

て
参
加
者
は
少
な
く
13
名
で
し
た
。

　

浅
草
木
馬
館
２
月
公
演
『
劇
団
・

舞
姫
』
昼
の
部
、
当
日
の
演
し
物

は
『
浪
曲
夫
婦
演
歌
』、「
不
治
の

病
、
愛
す
る
が
故
の
別
れ
、
偶
然

の
再
会
と
和
解
、
そ
し
て
愛
す
る

人
の
最
期
」、
は
じ
め
は
笑
い
を
誘

い
、
最
後
は
も
う
泣
け
て
泣
け
て
、

涙
が
と
ど
め
な
し
。「
大
衆
演
劇
は

こ
れ
だ
よ
ね
」
と
い
う
ド
定
番
。

　

聞
け
ば
、
一
月
の
公
演
は
昼
・

夜
で
約
50
番
組
、
演
じ
る
芝
居
は

全
て
違
う
と
の
こ
と
。
13
日
の
夜

は
『
や
く
ざ
忠
臣
蔵
』、14
日
は
『
新

作
女
形
狂
言
』と『
悲
恋
や
の
字
傘
』

と
い
う
具
合
、
驚
き
で
す
。

　

そ
し
て
、
第
二
部
は
踊
り
。
客

席
に
降
り
た
役
者
の
着
物
の
衿
に

何
万
円
も
…
。
こ
れ
も
驚
き
。

　

帰
り
は
近
く
の
ポ
ッ
ピ
ー
通
り

で
打
上
げ
、旨
い
！　

け
ど
高
い
！

浅
草
は
す
っ
か
り
観
光
地
な
ん
で

す
ね
。
こ
の
経
験
も
含
め
て
楽
し

い
一
日
で
し
た
。「
大
衆
演
劇
最

高
！
」「
ポ
ッ
ピ
ー
通
り
い
い
ね
」。

笑
え
て
、
泣
け
て
泣
け
て
、
驚
い
て

大
衆
演
劇
を
堪
能
、
ポ
ッ
ピ
ー
通
り
も
楽
し
め
ま
し
た

浅草木馬館

衿に注目！

大
衆
演
劇
っ
て
い
い
で
す
ね

ポ
ッ
ピ
ー
通
り
も
い
い
じ
ゃ
ん
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　今年の「お花見ウォー
キング」は、徳川吉宗が
開設したと伝わるサクラ
の名所「飛鳥山」が舞台
です。多種のサクラがあ
るので、長い期間サクラを楽しめます。
　サクラにつきものは「宴会」、王子駅付近
の「とある食堂？」で行います。
　思いっきり春を楽しみましょう。申込み受
付中です。是非、参加ください。

▼開催日　３月 26 日（火）
▼場　所　飛鳥山公園
　　　　　10 時 / 王子駅中央口集合
▼宴　会　「とある食堂」でランチ宴会
▼参加費　２, ０００円
　　　　　（アルコールなしの方は 1,000 円）

▼
開
催
日　
３
月
11
日
（
月
）
13
時
15
分
開
会

▼
テ
ー
マ　
頻
尿
と
生
活
習
慣
病

　
　
　
　
　
〜
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
〜

▼
講　
師　
平
野
敏
夫
さ
ん（
東
京
清
掃
顧
問
医
）

▼
会　
場　
清
掃
会
館
地
下
ホ
ー
ル　

▼
参
加
費　
５
０
０
円（
懇
親
会
に
参
加
す
る
方
）

「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」

申
込
み
締
切
り
間
近

３
月

11
日

「
第
16
回
定
期
総
会
」
案
内

▼
開
催
日　
６
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
　
10
時
15
分
開
会

▼
会　
場　
清
掃
会
館

　
　
　
　
　

地
下
ホ
ー
ル　
　

▼
懇
親
会　
12
時
30
分
開
始

　
　
　
　
　
（
総
会
終
了
後
）

　
　
　
　
※
懇
親
会
費
は
未
定

　

３
月
の
学
習
会
は
「
健
康
セ
ミ

ナ
ー
」
で
す
。
会
員
や
家
族
の
み

な
様
の
中
に
も
、「
頻
尿
」
で
お
困

３月 26 日 飛鳥山公園
満開の桜とランチ宴会

り
の
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
原

因
を
知
り
、
対
策
を
考
え
、
症
状

の
出
て
い
る
方
も
軽
減
さ
せ
る
方

法
を
み
つ
け
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
へ
の

対
応
も
含
め
て
、
健

康
で
長
生
き
す
る
方

策
を
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　春の「フィールドワーク」は、「両国界隈
散策と本格ちゃんこ」です。すみだ北斎美術
館鑑賞、野見宿禰神社等相撲関連施設見学、
関東大震災・東京大空襲被災の慰霊堂、相撲
博物館と盛り沢山。
　〆は「本格ちゃんこ」。
参加費はちょっとお高い３
千円ですが、お得感抜群。
申込み受付を始めました。

▼開催日　４月 22 日（月）
▼集　合　10 時 / 都営大江戸線「両国」駅
▼コース　北斎美術館〜相撲部屋〜東京都
　　　　　慰霊堂〜相撲博物館
▼宴　会　「本格ちゃんこ」でランチ宴会
▼参加費　３, ０００円
　　　　　（アルコールなしの方は 2,000 円）

４月 22 日 両国界隈
散策と「本格ちゃんこ」

　

第
16
回
定
期
総
会
は
、
６
月
14

日
に
開
催
し
ま
す
。

　

清
掃
会
館
で
の
飲
食
が
解
禁
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
実
に
５
年
ぶ
り

で
総
会
後
の
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

　

総
会
の
案
内
は
、
５
月
初
め
に

差
上
げ
ま
す
。
案
内
に
同
封
の『
返

信
用
ハ
ガ
キ
』
に
出
欠
（
欠
席
の

方
は
委
任
状
）
を
記
載
し
、
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。
総
会
議
案
も
、

５
月
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
役
員
改
選
の
総 第

16
回
定
期
総
会

６
月
14
日

会
で
す
。
役
員
を
増
や
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。「
我
と
思
わ
ん
方
」

は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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２
月
８
日
、
衆
院
第
一
議
員
会

館
で
『
退
職
者
連
合
第
213
回
通
常

国
会
政
策
・
制
度
要
求
実
現
院
内

集
会
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
通
常
国
会
の
予
算
審
議

時
期
に
あ
わ
せ
、
政
策
と
制
度
の

要
求
実
現
へ
向
け
て
各
政
党
に
要

請
す
る
取
組
み
で
す
。

　

今
年
は
久
し
ぶ
り
に
都
庁
退
各

単
会
に
参
加
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
の
冒
頭
、
能
登
地
震
被
災

者
の
冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。
主
催
者
挨
拶
で
人
見
一
夫

退
職
者
連
合
会
長
は
、「
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
協
力

す
る
こ
と
、
自
民
党
裏
金
問
題
徹

底
追
及
、
軍
拡
路
線
反
対
、
マ
イ

ナ
保
険
証
に
よ
る
紙
保
険
証
廃
止

に
反
対
、
政
権
奪
還
」
を
強
調
、

泉
立
憲
民
主
党
代
表
、
玉
木
国
民

民
主
党
代
表
、
福
島
社
会
民
主
党

党
首
の
挨
拶
を
受
け
、
エ
ー
ル
を

交
わ
し
た
後
、
連
合
総
合
政
策
推

進
局
長
佐
保
昌
一
さ
ん
に
よ
る『
第

213
回
通
常
国
会
に
お
け
る
予
定
法

案
（
社
会
保
障
分
野
）』
の
講
演
（
下

段
参
照
）、
最
後
は
元
気
に
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
で
し
め
ま
し
た
。

(1)
医
療
・
介
護
・
年
金
の
改
正
は
、

今
国
会
の
法
案
審
議
に
は
な
い
。

▽
診
療
報
酬
は
入
院
時
食
事
療
養

費
引
上
げ
で
多
少
良
く
な
る
。

＊
介
護
保
険
料
国
基
準
見
直
し（
９

段
階
か
ら
13
段
階
）
は
政
令
改
正
。

▽
介
護
老
人
保
健
施
設
と
介
護
医

療
院
多
床
室
料
金
見
直
し
も
政
令
。

▽
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
自

己
負
担
割
合
（
２
割
・
３
割
）
基

準
見
直
し
は
、
次
期
に
先
送
り
。

▽
年
金
は
次
期
制
度
を
議
論
中
で
、

来
年
改
正
案
が
出
る
。

(2)
今
国
会
提
案
予
定
法
案
は
、「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
改
正
」。

▽
こ
ど
も
未
来
戦
略
「
加
速
化
プ

ラ
ン
3.6
兆
円
」
の
中
身
は
、
児
童

手
当
、
妊
娠
・
出
産
時
支
援
、
出

産
費
用
、
大
学
等
の
負
担
、
子
育

て
世
帯
の
住
宅
、
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
、
育
休
所
得
拡
充
施
策
な
ど
。

▽
財
源
は
健
康
保
険
か
ら
の
捻
出
。

「
歳
出
改
革
と
賃
上
げ
効
果
で
実
質

の
負
担
率
を
維
持
」「
負
担
額
は
１

人
あ
た
り
500
円
」
の
ウ
ソ
ッ
パ
チ
。

要
す
る
に
、
年
金
等
で
払
え
と
…
。

▽
「
支
援
金
」
は
別
掲
（「
課
題
点
」）

の
よ
う
に
問
題
だ
ら
け
。
保
険
で

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
。
税
や
財

政
全
体
の
見
直
し
で
や
る
べ
き
だ
。

退職者連合213通常国会
政策・制度要求院内集会

子ども・子育て支援金の課題点
①給付と負担の関係が不明確であること
　☞給付対象とならない方が保険料負担
　　するのは社会保険とはいえない。
　☞医療保険の被保険者以外は負担が生
　　じない。被扶養者は対象外。
②子ども・子育て支援以外にも使途が広
　がりかねないこと
　☞集めた財源を都合よく使うことにな
　　らないか。
　☞使途を拡大することで財源不足が生
　　じると徴収額増加の恐れがある。
③拠出する側による意見反映の仕組みが
　ないこと
　☞支援金を徴収し、納付する医療保険
　　者の立場が不明確。
④新たな「支援金制度」の前例となる危
　惧があること、など
　☞「取りやすいところから取る」手法
　　の前例になる恐れ。

人見一夫退連会長 泉立民代表 玉木国民代表 福島社民党首

今
通
常
国
会
予
定
法
案
（
社
会
保
障
分
野
）
の
課
題

全
力
で
要
求
の
実
現
を
！
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『
清
掃
・
人
権
交
流
会
』
は
、
２

月
11
日
、
東
村
山
の
ハ
ン
セ
ン
病

国
立
療
養
所
、多
摩
全
生
園
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
『
ら
い
菌
』
に

よ
る
感
染
症
の
一
種
で
す
。「
不
治

の
病
」
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
43
年

に
は
特
効
薬
が
で
き
、
後
遺
症
も

残
ら
ず
、
感
染
力
も
弱
く
、
隔
離

の
必
要
は
全
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、日
本
で
は
国
の
間
違
っ

た
対
策
が
原
因
で
、
患
者
や
家
族

の
人
権
が
侵
害
さ
れ
、
甚
だ
し
い

偏
見
差
別
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
主
導
の
「
強
制
隔
離
」
が
日

本
中
で
行
な
わ
れ
、
治
癒
後
も
療

養
所
の
過
酷
な
環
境
に
留
め
お
か

れ
、
亡
く
な
っ
て
も
故
郷
の
墓
に

帰
れ
な
い
状
態
が
長
く
続
き
ま
し

た
。
世
界
的
に
隔
離
政
策
が
な
く

な
っ
て
も
、
日
本
で
は
強
制
隔
離

の
根
拠
と
な
っ
た
『
ら
い
予
防
法
』

廃
止
が
96
年
、
患
者
・
回
復
者
・

家
族
の
血
の
に
じ
む
闘
い
に
よ
り
、

よ
う
や
く
国
が
強
制
隔
離
政
策
の

誤
り
を
認
め
た
の
が
01
年
で
し
た
。

　

ま
ず
、
全
生
園
の
敷
地
の
一
角

に
あ
る
『
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料

館
』
に
行
き
ま
し
た
。
資
料
館
は
、

「
患
者
・
元
患
者
と
家
族
の
名
誉
回

復
を
図
る
た
め
、
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
に

よ
る
偏
見
差
別
の
解
消
を
目
指
す
」

こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
、
ハ
ン

セ
ン
病
に
対
す
る
古
代
以
来
の
偏

見
・
差
別
、
誤
っ
た
隔
離
政
策
の

歴
史
、苦
難
や
被
害
を
被
っ
た
人
々

の
体
験
、
こ
れ
ら
に
立
ち
向
か
う

闘
い
の
姿
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
映
像
で
ハ
ン
セ
ン
病

や
資
料
館
の
説
明
を
受
け
、
資
料

館
の
学
芸
員

か
ら
詳
し
い

お
話
を
聞
き

ま
し
た
。
続

い
て
、
多
摩

れ
て
い
ま
す
。『
尊
厳
回
復
の
碑
』、

『
旧
全
生
学
園
跡
』、
各
種
宗
教
施

設
、
入
居
者
自
治
会
の
あ
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
棟
、『
永
代
神
社
』、
春

に
は
満
開
の
桜
が
咲
き
誇
る
『
さ

く
ら
公
園
』
と
見
て
回
り
、
中
身

の
濃
い
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
な

り
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
差
別
や

偏
見
は
、
今
も
な
く
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
取
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。（
押
田
五
郎
記
）

多
摩
全
生
園
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
行
き
ま
し
た

全
生
園
の
入
居
者
で
あ
る
石
野
す

み
子
さ
ん
か
ら
、
ご
自
身
の
体
験

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

石
野
さ
ん
は
80
代
半
ば
。
中
学

１
年
の
時
に
発
病
し
全
生
園
に
入

所
、
比
較
的
軽
症
で
、
入
居
者
の

男
性
と
結
婚
し
療
養
所
の
外
で
長

い
間
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
夫

を
亡
く
し
た
の
ち
全
生
園
に
戻
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
様
々
な
苦
労

や
差
別
に
も
会
い
ま
し
た
が
、
明

る
い
口
調
で
そ
う
し
た
日
々
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
質
問

に
も
答
え
て
い
た
だ
い
た
石
野
さ

ん
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
あ
と
は
、
１
時
間
か
け
て

資
料
館
の
展
示
を
じ
っ
く
り
見
学

し
、
雨
上
が
り
の
多
摩
全
生
園
の

広
い
園
内
を
歩
き
ま
し
た
。
ま
っ

先
に
行
っ
た
の
は
『
納
骨
堂
』。
こ

の
全
生
園
で
亡
く
な
り
故
郷
に
帰

れ
な
い
入
居
者
の
遺
骨
が
納
め
ら

『尊厳回復の碑』前にて

石野すみ子さんと
参加者のお子さん

誤
っ
た
対
策
で
被
害
・
差
別
拡
大

素
晴
し
い
お
話
し
に
感
謝

差
別
の
な
い
社
会
へ
取
組
み
を

参加者は 26 名、子どもさん３名を含む家族も参加



６

繰
り
返
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

防
衛
省
の
イ
ス
ラ
エ
ル
製
無
人

　

攻
撃
機
大
量
配
備
を
許
す
な
！

　

敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
の
一
環

と
し
て
、「
無
人
ア
セ
ッ
ト
防
衛
能

力
」
強
化
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
衛
省
は
、
具
体
策
と
し
て
「
小

型
攻
撃
用
無
人
機
」
と
「
多
用
途
・

攻
撃
用
無
人
機
」
の
実
証
を
決
め

ま
し
た
。
自
爆
型
ド
ロ
ー
ン
で
す
。

　

し
か
も
、
運
用
予
定
の
７
機
中

５
機
が
イ
ス
ラ
エ
ル
製
で
す
。

　
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
企
業
と
の

取
引
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
へ
の
共

犯
に
な
る
」
と
い
う
市
民
団
体
の

批
判
等
を
踏
ま
え
、
伊
藤
忠
は
イ

ス
ラ
エ
ル
の
軍
需
会
社
エ
ル
ビ
ッ

ト
と
の
協
力
覚
書
を
破
棄
し
て
い

ま
す
。
何
と
、
防
衛
省
は
そ
の
エ

ル
ビ
ッ
ト
等
を
介
し
て
攻
撃
用
無

人
機
を
調
達
す
る
と
い
う
の
で
す
。

　

国
際
司
法
裁
判
所
は
「
イ
ス
ラ

エ
ル
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
防
止
へ
あ

ら
ゆ
る
措
置
を
取
る
よ
う
」
命
じ

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2024 年３月
　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻

し
て
か
ら
３
年
目
に
入
る
２
月
24

日
、
世
界
各
国
、
日
本
各
地
で
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
！
」
を
求
め

る
同
時
行
動
が
行
わ
れ
、
東
京
で

は
、『
さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万

人
ア
ク
シ
ョ
ン
』
な
ど
主
催
の
青

山
集
会
＆
デ
モ
が
も
た
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
戦
争
反
対
の
声
と

と
も
に
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ザ
ポ
リ
ー

ジ
ャ
の
現
実
か
ら
、
戦
争
に
な
れ

ば
原
発
が
攻
撃
さ
れ
る
の
は
明
ら

か
。
原
発
と
人
類
は
共
存
で
き
な

い
」
等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
民
族
楽
器

バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
奏
者
カ
テ
リ
ー
ナ

さ
ん
は
、「
ロ
シ
ア
の
侵
攻
か
ら
２

年
。
私
た
ち
の
時
間
は
ず
っ
と
止

ま
っ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は

親
類
縁
者
が
残
り
、
多
く
の
人
が

殺
さ
れ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
た

ち
は
、
世
界
を
守
る
た
め
戦
っ
て

い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

集
会
後
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和

を
」
と
訴
え
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
！

ガ
ザ
に
自
由
を
！

ウクライナの民族楽器
バンドゥーラを奏でる

カテリーナさん

時
間
は
ず
っ
と
止
ま
っ
た
ま
ま

ま
し
た
。
防
衛
省

の
対
応
は
イ
ス
ラ

エ
ル
偏
重
で
あ
り

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
へ

の
共
犯
者
に
な
る

行
為
で
す
。
断
じ

て
許
せ
ま
せ
ん
。

　

全
く
腰
が
引
け
て
い
る

　

日
本
の
対
ロ
シ
ア
経
済
制
裁

　

労
働
者
・
市
民
レ
ベ
ル
の
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
」
求
め
る
取

組
み
は
、
２
年
間
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
日
本
政
府
・
財
界
の
対

応
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
Ｇ
７
に

よ
る
「
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
」

に
日
本
政
府
も
同
調
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
貿
易
振
興
機
構

の
調
査
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
進
出

企
業
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
の

対
応
は
、
撤
退
・
縮
小
が
徐
々
に

増
え
て
は
い
る
も
の
の
、
依
然
半

数
近
く
が
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
前

の
状
況
を
維
持
」
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
日
本

の
対
応
は
腰
が
引
け
て
い
ま
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
経
済
支
援
の

　

内
実
は
借
金
漬
け
の
融
資
大
半

　

一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
日
本

政
府
の
経
済
支
援
は
、
約
70
億
ド

ル
、
う
ち
55
億
ド
ル
は
世
界
銀
行

拠
出
金
、
世
界
銀
行
の
支
援
は
融

資
な
の
で
借
金
、
企
業
進
出
を
経

済
的
に
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、

融
資
条
件
の
新
自
由
主
義
政
策
が

取
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
和
平
後
に

残
さ
れ
る
の
は
膨
大
な
借
金
で
す
。

　

多
く
の
紛
争
経
験
国
が
苦
し
ん

で
き
た
構
図
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
も
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１
月
31
日
、
四
谷
区
民
ホ
ー
ル

で
「
軍
拡
・
増
税
、
く
ら
し
破
壊
、

自
民
党
政
治
Ｎ
Ｏ
！
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
『
総
が
か
り
行
動
実
行

委
員
会
』
主
催
の
集
会
が
開
か
れ
、

同
志
社
大
名
誉
教
授
浜
矩
子
さ
ん

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
と
日
体
大
教
授
清

水
雅
彦
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

浜
矩
子
さ
ん
講
演
の
表
題
は『
鮒

侍
男
の
大
軍
拡
』、
辛
辣
で
す
。

　
「
あ
っ
ち
へ
フ
ラ
フ
ラ
、
こ
っ
ち

へ
フ
ラ
フ
ラ
、鮒
じ
ゃ
鮒
侍
じ
ゃ
」、

歌
舞
伎
が
描
く
吉
良
上
野
介
の
浅

野
内
匠
頭
へ
の
罵
詈
雑
言
、
こ
こ

か
ら
忠
臣
蔵
は
始
ま
る
わ
け
で
す
。

「
岸
田
は
政
界
の
『
鮒
侍
男
』、
定

見
な
く
フ
ラ
フ
ラ
し
、
影
響
力
が

あ
る
人
の
言
う
が
ま
ま
動
き
、
い

つ
何
時
、
戦
争
を
引
き
起
こ
す
か

分
か
ら
な
い
危
険
人
物
」
と
喝
破
。

　

経
済
活
動
は
「
人
間
を
幸
せ
に

す
る
べ
き
営
み
」
で
あ
る
が
、「
大

軍
拡
の
下
で
は
経
済
活
動
は
成
り

立
た
な
い
」「
戦
争
は
人
間
を
幸
せ

に
し
な
い
」「
大
軍
拡
下
の
経
済
活

動
は
人
権
を
侵
害
し
、
経
済
合
理

性
が
失
わ
れ
、、
経
済
活
動
の
自
由

が
奪
わ
れ
る
」
と
、
大
軍
拡
が
社

会
に
与
え
る
危
険
性
を
指
摘
。
そ

の
上
で
、「
平
和
主
義
に
徹
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
平
和
主
義
が
貫
か
れ

て
い
る
憲
法
前
文
の
精
神
に
立
ち

戻
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

日
体
大
の
清
水
雅
彦
さ
ん
は
、

憲
法
９
条
解
釈
と
憲
法
学
会
の
意

義
を
論
じ
、
学
会
が
自
民
党
改
憲

　

自
民
党
「
裏
金
」
事
件
の
糾
弾

国
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
中
、
２

月
の
19
日
行
動
が
国
会
議
員
会
館

前
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
の
発
言
で
、『
宗
教
者

ネ
ッ
ト
』
は
「
自
衛
隊
の
靖
国
神

社
集
団
参
拝
は
憲
法
違
反
」
と
批

判
、『
ふ
ぇ
み
ん
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
』

は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
！
」

と
、『
フ
ェ
ミ
ブ
リ
ッ
ジ
』
は
「
前

橋
市
長
選
勝
利
は
女
性
運
動
の
勝

利
」
と
さ
ら
な
る
取
組
み
強
化
を
、

訴
え
ま
し
た
。
課
題
は
山
積
で
す
。

三
文
書
』
に
ふ
れ
て
、「
ア
メ
リ
カ

の
対
中
戦
略
に
日
本
を
巻
き
込
む

た
め
の
も
の
だ
」「
ミ
サ
イ
ル
は
全

部
は
撃
ち
落
と
せ
な
い
。
日
本
海

側
に
原
発
が
ず
ら
り
で
は
、
実
態

論
と
し
て
敵
基
地
攻
撃
は
不
可
能
。

『
反
撃
能
力
』
と
い
う
が
、
反
撃
対

象
が
『
中
核
や
指
揮
系
統
機
能
攻

撃
』
を
含
む
の
で
、
相
手
国
へ
の

全
面
攻
撃
だ
」
と
問
題
点
を
指
摘
。

　

防
衛
費
大
増
額
で
、「
22
年
ま
で

の
５
兆
円
が
、
24
年
は
7.9
兆
円
、

大
学
無
償
化
は
1.8
兆
円
、
小
中
学

校
給
食
無
償
化
は
0.4
兆
円
、
健
康

保
険
負
担
ゼ
ロ
は
5.2
兆
円
で
で
き

る
。
金
の
使
い
方
が
根
本
的
に
間

違
っ
て
い
る
。
大
増
税
が
待
っ
て

い
る
の
は
明
ら
か
、
金
持
ち
は
減

税
、庶
民
は
増
税
に
な
る
」と
批
判
。

　
「
専
守
防
衛
に
徹
す
べ
き
で
、
９

条
改
憲
阻
止
の
た
め
『
安
保
三
文

書
』
の
具
体
的
阻
止
が
大
事
。『
労

組
と
市
民
と
野
党
の
共
闘
』
に
よ

り
、政
権
交
代
へ
」と
結
び
ま
し
た
。

金
権
腐
敗
の　
　

自
民
党
政
治
糾
弾

勢
力
の
歯
止

に
な
っ
て
い

る
が
、
保
守

化
傾
向
が
顕

著
と
危
惧
し

ま
し
た
。

　
　
『
安
保

講師の日本体育大学
清水雅彦さん

軍
拡
・
増
税
、
暮
ら
し
破
壊
の
悪
政
Ｎ
Ｏ
！

裏
金
作
り
の
自
民
党
政
治
は
退
場
を
！

浜
矩
子
さ
ん
、
清
水
雅
彦
さ
ん
が
講
演

憲
法
前
文
の
精
神
に
立
ち
戻
れ

労
組
・
市
民
・
野
党
の
共
闘
を

オンラインで講演する浜矩子さん
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経団連は大幅賃上げと争議解決へ責任を果たせ！

ＪＡＬ争議解決へ高野中央支部書記長がアピール

東京総行動
資
本
は
大
幅
賃
上
げ
を
行
え
！

不
当
解
雇
・
不
当
労
働
行
為
許
さ
な
い
！

　

２
月
15
日
、「
働

く
権
利
・
働
く
者
の

権
利
・
人
間
と
し
て

の
権
利
」
拡
充
を
め

ざ
し
、
争
議
の
社
会

性
を
重
視
す
る
一
日

行
動
、『
東
京
総
行
動
』
が
行
わ
れ
、

退
職
者
会
は
昼
の
経
団
連
前
行
動

を
中
心
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

毎
年
、
春
闘
期
に
行
わ
れ
る
経

団
連
前
行
動
は
、『
け
ん
り
春
闘
実

行
委
』
と
の
共
同
の
取
組
み
で
す
。

　

物
価
高
と
実
質
賃
金
低
下
で
労

働
者
が
苦
し
む
一
方
、
大
企
業
は

史
上
最
大
の
内
部
留
保
を
抱
え
込

ん
で
い
ま
す
。「
格
差
と
貧
困
拡
大

の
責
任
の
一
端
は
経
団
連
に
あ
り
」

と
批
判
、
ま
た
、
不
当
解
雇
や
交

渉
に
も
応
じ
な
い
企
業
の
指
導
な

ど「
経
団
連
は
責
任
を
果
た
せ
」と
、

抗
議
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

　

不
当
解
雇
、
復
職
拒
否
等
へ
の

抗
議
や
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
２
３
７

名
不
当
解
雇
に
対
す
る
責
任
を
果

さ
な
い
ト
ヨ
タ
な
ど
、
企
業
の
社

会
的
責
任
を
追
及
す
る
行
動
を
都

内
各
地
で
行
い
、
最
後
は
１
６
５
名

を
不
当
解
雇
し
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
抗
議
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
は
、
最
高
裁
で
不
当
労

働
行
為
が
認
定
さ
れ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
謝
罪
す
ら
拒
否
し
て
い

ま
す
。
継
続
闘
争
を
選
択
し
既
存

労
組
か
ら
袂
を
分
け
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
披

解
雇
者
労
組
は
、
並
行
し
て
Ｊ
Ａ

Ｌ
と
そ
の
後
ろ
楯
国
交
省
を
相
手

に
都
労
委
闘
争
を
闘
っ
て
い
ま
す
。

争
議
解
決
ま
で
闘
い
抜
く
決
意
を

示
す
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団
、ガ
ン
バ
レ
！

トヨタはフィリピントヨタ不当解雇撤回へ
社会的責任を果たせ！

　

１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
か
ら
２
ヶ
月
を
過
ぎ
ま
し

た
が
、
未
だ
多
く
の
方
々
が
厳
し

い
寒
さ
の
中
、
過
酷
な
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
に
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ

た
み
な
さ
ま
に
は
、
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

23
区
は
、
２
月
下
旬
か
ら
１
週

交
替
で
複
数
区
ず
つ
被
災
地
の
ご

み
収
集
応
援
を
取
組
ん
で
い
ま
す
。

現
役
世
代
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
清
掃
退
職
者
会
と

し
て
で
き
る
こ
と
を
と
、
被
災
者

支
援
の
カ
ン
パ
を
募
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
是
非
、
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

能
登
地
震
被
災
者

支
援
の
カ
ン
パ
に

ご
協
力
く
だ
さ
い


